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身体接触を伴う運動 「組ずもう」 「ヵバデイ」 の教育的効果について
- 「筋出力の制御力」 「重量弁別能力」 「二点識別能力」 でみた体性感覚を中心に一 
Educational Effects of Sumo and Kabaddi as Physical Contact Sports :
Featuring Somatic Sensation Observed in Reference to “Ability to Control 
Muscle Output”, “Ability to Discriminate Weight”and “Ability to Distinguish 
Two Points”
筒 井 茂 喜* 角 山 依 絵** 中 本 穂乃香*** 後 藤 幸 弘**** 
TSUTSUI Shigeki KAKUYAMA Yorie NAKAMOT0 Honoka GOTO Yukihiro 
In this study, a session consisting of “sumo”and “kabaddi”as physical contact sports and a session consisting of “pole 
tug-of-war”and “tug-kabaddi”designed to avoid physical contact were held with fourth year primary school pupils and the 
ef fects were examined in terms of somatic sensation and aggressiveness from the viewpoints of “abi lity to control muscle 
output”, “ability to discriminate weight”and “ability to distinguish two separate points”of the forearm.
As a result, the three abilities in question showed a trend of improvement with “sumo wrestling”, “pole tug-of-war”and 
“kabaddi”. In particular, there was a significant improvement of “the ability to distinguish two points”with “sumo wrestling”
and “pole tug-of-war”. The principal reason for this is assumed to be active stimulation of the sk in sensation receptors as well 
as deep sensation receptors by the full force contractile activity of the muscles.
Meanwhile, aggressiveness was recognisably lowered with “sumo”and “kabaddi”. No clear correlation was observed between 
somatic sensation and aggressiveness from the viewpoints of “ability to control muscle output”, “ability to discriminate weight”
and “ability to distinguish two points”. 
キーワード: 身体接触, 筋出力の制御力, 重量弁別能力 , 二点識別能力 , 小学校 4 年生
Key words : physical contact, ability to control muscle output, abili ty to discriminate weight, abili ty to distinguish two points, 
fourth year primary school pupils. 
1 . はじめに
平成23年度の小 ・ 中 ・ 高校が把握した学校内外での暴
力行為が 5 年連続で 5 万件を越え る (文部科学省 , 
2013) など, 近年, 「自分の感情をう まく コントロール
できない。 極端に怒り やすい子どもが多 く なった」 と指
摘されている (速水ら, 2002)。
普段はふつう の子どもが突然暴れ出し, その後, また
ふつう に戻る, 普段は大人しい子 どもが, 前兆もな く突
発的に攻撃的な行動に出る, いわゆる 「キレる」 という
言葉で表現される子どもの心と身体の異変が社会問題に
なっている (一一f -r澤, 1998, 斉藤, 1999, 竹内, 2000, 速
水, 2006)。
この問題に対し, 有田 (2009) は, 「他人に対する共
感的な心情」 の弱まっているこ とが暴力行為の背景にあ
ると しており, 日野 (2000) , 山極 (2009) も同様の指
摘をしている。
著者ら (2011, 2012) は, 全力による 「身体接触を伴
う 運動」 の経験は, 「攻撃的な感情の表出」 を抑制する
効果があるのではないかと仮説し, 小学校 3 年生を対象
に身体接触を伴う 運動と身体接触を避けるよう に企図さ
れた運動の比較授業 (「組ずもう」 と 「棒ずもう」, 「ヵ
バデイ」 と 「 タ グカバデイ」) を行った。 その結果, 全
力による身体接触を伴う 運動は, 児童の 「筋出力の制御
力」 を高めると と もに, 児童の 「身体への気づき」 を促
し, 相手の筋肉の緊張 ・ 弛緩, 心臓の鼓動, 発汗などか
ら, お互いが主観的に相手の気もちを認知 し, それが児
童の中に 「実感を伴う 共感的な心情」 を生起させ, 「攻
撃的な感情の表出」 を抑制すると考えられた。 また, 小
学校 3 年生でみられたこ れらの効果は, 他学年において
も認められた (著者ら, 2014)。 すなわち, 「身体接触を
伴う 運動」 の経験は, 「キレる」 という 言葉で表現され
る子どもの心と身体の異変の解決に寄与する一つの方法
になり得ると考えられた。
ところで, 著者らは先行研究 (2011, 2012, 2014) に
おいて, 深部感覚 ' ) の一側面を把握でき ると考えられ
る 「筋出力の制御力」 が高まったこと を報告している。 
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深部感覚は, 皮膚感覚と と もに狭義の身体感覚2) と さ
れる体性感覚3) を構成するものである。 したがって, 
全力による 「身体接触を伴う 運動」 は, 体性感覚を構成
する 「深部感覚」 「皮膚感覚」 の高まり に影響を与える
のではないかと推察された。 しかし, 先行研究 (2011, 
2012, 2014) では, 全力による 「身体接触を伴う運動」
の皮膚感覚への影響については検討できていない。
そこで, 本研究では, 4 年生児童を対象に全力による





対象は, 「すもう」 「ヵバデイ」 の経験のない兵庫県下
の H小学校 4 年生 ( 4 学級に所属する103人) である。 
これら4 学級の児童を 「組ずもう群(男子15人, 女子11 
人)」 「棒ずもう群(男子15人, 女子11人)」 「ヵバデイ群
(男子14人, 女子12人)」 「タ グカバデイ群(男子13人, 
女子12人)」 に分けた。 
(2) 授業の語条件




表 l . 搜業の語条f t 
教材 組ずもう 棒ずもう 力バデイ タグカバデイ 







期間 平成23年5 月下旬~ 6月下旬 平成23年11月上旬~ 12月中旬 
指導者 男性教諭 (教師歴23年) 
(3) 学習過程
図 1 は, 4 群に適用した学習過程を 「組ずもう群」 お
よび 「棒ずもう 群」 と 「ヵ バデイ群」 および 「タ グカバ
デイ群」 にまとめて示 している。
「組ずもう群」 「棒ずもう群」(写真 1 , 上段) は, 第
一次 「押して攻めよう」, 第二次 「押したり, 引いたり
して攻めよう」, 第三次 「組ずもう大会(棒ずもう大会) 
をしよう」 を共通課題とする全8 時間 (オリエンテーショ
ン1 時間を含む) からなる単元構成と した。
また, 「ヵ バデイ群」 「 タ グカバデイ群」(写真 1 , 下
段) は, 第一次 「う まく タ ッチして逃げよう! 」, 第二
次 「ホールド( タ グ取り) でアウト をと ろう! 」, 第三
次 「ヵバデイ大会( タ グカバデイ大会) をしよう! 」 を
共通課題とする全10時間 (オリエ ンテーショ ン1 時間を




写真 l . 「組ずもう」 「構ずもう」 「カバデイ」
「タグカバデイ」 の授業の様子
(4) 主なルール
① 組ずも う及び棒ずも う
「組ずもう」 は写真2 に示す 「まわし付きパンツ」 を
児童に着用させた。 「組ずもう」 「棒ずもう」 ともに直径
3 mの土俵が描かれたマ ッ ト を用いて行い, 勝敗はどち
らか一方の体の一部が土俵上につく か, 土俵を割るかす
れば決すると した。
なお, 「組ずもう」 は, 身体が密着した状態での押し
合い, 引き合いを生起させるため, 四つに組んでからの
すもう と した。 一方, 「棒ずもう」 は, 写真 1 に示すよ
う に両手で棒を持ってからのすもう と し, 身体接触が起
こりにく く した。
② カバデイ及びタグカバデイ
図 2 は , 「ヵ バデイ」 およ び 「 タ グカバデイ」 のコー
ト条件を示している。
コートの大き さは8 m X 8 m で, ゴールにあたる 「帰
り門」 は6 m と した。 ゲーム人数は4 対 4 と した。 攻撃
側は, 一人がコート内に入り, 守備側のだれかにタ ッチ
して 「帰り門」 に逃げ帰るか, 「帰り門」 のライ ンに身
体の一部が触れると得点と なる。 「ヵ バデイ」 では, 守
備側は攻撃側をホールド (抱きつき) して逃げ帰さない
よう にする。 また, 守備者がホールド (抱きつき) にい
く 人数に制限はない。 したがって, 1 人の児童に2 人か
ら3 人の児童がホール ドにいく という状況が頻出し, よ
り身体が密着した状態が起こ るゲームと した。 なお, 危
険を伴う 「首」 へのホールドは禁止した。
一方 , 「 タ グカバデイ」 では, 両側の腰に付けている
タ グ (写真 1 , 下段) をと られればアウト で, 身体接触
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{ 0 攻撃側△ 守備側
0 0 0 6m
写真 2 . まわし付きパンツ 国2 . カバデイのコー l、条件
2 . 学習成果の測定
学習成果は, 深部感覚の一側面をみていると考えられ







写真 3 に示すよう に, 最大握力を通常の体力測定によ
る方法で測定し, その後, 最大握力の1/2 を出力課題と
して, 握力 を発揮させた。 そして, 下記の式をも と に目
標値との誤差率を算出し, 誤差率の絶対値を成績と した。
誤差率= 1 (握力の最大値/ 2 50%の出力を課題と し
た値) /握力の最大値/ 21 X 100 
(2) 重量井別能力調査
写真 4 に示すよう に,両腕の総指伸筋上の撓骨点から
茎状突起点の1/4の部位に重 さ の異なるぺ ツト ボ ト ル
( 2 Je のぺツト ボト ルに, 700g- 1kg “100g刻み, 4種
類” の水を入れたもの) を錘と して掛け, 左右いずれの
側が重いかを回答 させた。 その際, 被験者にはアイ マス
ク を装着 させると と もに, 試行順序はラ ンダムと した。 
その正答率で判別可能な重量を把握した。 なお, 錘をか
ける時間は10秒以内と し, 残留感覚を取り除く ために5 
秒間の休態をはさ んで行った。 
(3) 二点識別能力調査
写真 5 に示すよう に, スピアマン式触覚計(竹井機器
工業 kk) を使用し, 総指伸筋上の撓骨点から茎状突起
点の1/4の部位の閾値を極限法によ って測定した (心理
学実験ノ ート編集委員会, 2001)。 その際, 被験者が明
らかに1 点と感じる距離から開始し, 2 点と判断するま
で間隔を増やす上昇系列と, 2 点と感じる距離から開始
し1 点と判断するまで間隔を減らす下降系列を併用した。 
上昇系列と下降系列を交互に繰り返し, 合計 4 回の測定
を行い, 4 回の測定の平均値を成績と した。 
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写真5 . 二点離別能力調査
(4) 攻寧性調査
坂井ら (2000) の22項日からなる 「小学生用攻撃性質
問紙」 から, 単元前後の変化をみるこ とには適していな
いと考えられた項目4) を除いた質問紙調査を実施した。
なお, この質問紙は, 反応的攻撃 5) を対象と し たも
ので, 項目ごと に4 件法 (「と てもよ く あてはまる( 4 
点)」 「よ く あてはまる( 3 点)」 「あまり あてはまらない
( 2 点)」 「まったく あてはまらない( 1 点)」) で児童に




差の検定には, 対応のあるT 検定を行った。 群間差の
検定には二元配置の分散分析を用いた。 また, 相関分析
には, ピアソ ンの積率相関分析を用いた。 なお, いずれ
も有意水準は5 %未満と した。 
]l[ . 緒果ならびに考察
l . 筋出力の制御力
図 2 は, 「筋出力の制御力調査」 における誤差率の単
元前後の変化を示している。
「組ずもう群」 「棒ずもう群」 「ヵバデイ群」 は, 単元
後に有意ではないが低値を示し, 「筋出力の制御力」 の
向上傾向が示唆された。 しかし, 「 タ グカバデイ群」 は, 
単元後に有意ではないが高値を示し, 「筋出力の制御力」
の低下傾向がみられた (組ずもう群: 30.3±21.9→25.6 
±17.1%, 棒ずもう群: 36.6±24.8→23.0±26.4%, カバ
デイ群 : 28.0±20.0→20.7±16.5%, タ グカバデイ群: 















身体接触を伴う運動 「組ずもう」 「カバデイ」 の教育的効果について
単元前 単元後
図 3 . 筋出力の制御力の単元前後の変化
2 . 重量弁別能力調査
図 3 は, 重量弁別能力調査における判別可能な重量差
の平均値の変化を示したものである。
「組ずもう群」 「棒ずもう群」 「ヵバデイ群」 は, 単元
後に有意ではないが低値を示し, 「重量弁別能力」 の向
上傾向が示唆さ れた。 しかし, 「タ グカバデイ群」 は, 
有意ではないが高値を示し, 「重量弁別能力」 の低下傾
向がみられた (組ずもう群: 232±105→211±102 g , 棒
ずもう群: 242±105→232±107 g , カバデイ群: 257±



























図4 . 重量井別能力の単元前後の変化 
3 . 二点識別能力調査
図 4 は, 「二点識別能力調査」 における判別可能な閾
値の変化を示したものである。
「組ずもう群」 および 「棒ずもう群」 は, 単元後に有
意に低値を示し, 「二点識別能力」 の高まりが認められ
た (組ずもう群: t (25) = 3.2427, p< .01, 棒ずもう群: 
t (25) = 3.6740, p< .01)。 また, 「ヵバデイ群」 も有意
ではないが低値を示し, 「二点識別能力」 の向上傾向が
示唆さ れた。 しかし, 「 タ グカバデイ群」 には変化はみ
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られなかった (組ずもう群: 1.6±0.9→1.0±0.7cm, 棒ず
もう群: 1.7±1.3→1.2±0.7cm, カバデイ群: 0.8±1.0→
0.7±0.5cm, タ グカバデイ群: 0.8±0.5→0.8±0.4cm)。
また, 「組ずも う 群」 と 「 タ グカバデイ群」 の群間お
よび 「棒ずもう 群」 と 「 タ グカバデイ群」 の群間に有意
差が認められた (組ずもう群と タ グカバデイ群: F (1) = 
5.6091, p< .05, 棒ずもう群とタグカバデイ群: F(1) = 
6.6311, p< .05)。 
国5 . 二点識場ll能力の単元前後の変化 
以上のよう に, 「筋出力の制御力」 「重量弁別能力」
「二点識別能力」 の成績は, 「組ずもう群」 「棒ずもう群」
「ヵバデイ群」 において単元後, 向上を示した。 中でも, 
「組ずもう群」 「棒ずもう群」 の 「二点識別能力」 の成績
は有意な向上であった。
「二点識別能力調査」 は, 「触覚」 の一つの能力であ
る 「空間分解能力」 を調べる方法である(岩村, 2001)。 
「空間分解能力」 とは, 被刺激場所の定位能力であり, 
触覚受容器のう ち, 主にパチニ小体およびメ ンケル盤の
働きによる能力と考えられている(岩村, 2001)。 また, 
二点識別能力は, 一般に四肢の末端ほど, よく動かす身
体部位ほど高く, 訓練するこ とで閾値が小さ く なると言
われている(心理学実験ノ ート編集委員会, 2001 ; 岩村, 
2001)。 このこ とから, 「空間分解能力」 は, 筋の収縮活
動の強度, 量によって, 閾値が小 さ く なるのではないか





収縮が大き く 貢献している。 すなわち, 「組ずもう群」




察された。 また, 「ヵ バデイ群」 において 「二点識別能
力」 が高まる傾向を示したのも総指伸筋の収縮による影
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響が考えられた。
一方, 「タグカバデイ群」 の 「二点識別能力」 に向上




「筋出力の制御力」 も 「組ずもう群」 「棒ずもう群」
「ヵバデイ群」 において向上傾向を示した。3 年生を対
象にした著者らの先行研究(2011, 2012) においては, 
「組ずもう 群」 「棒ずもう 群」 「カバデイ群」 のいずれも
「筋出力の制御力」 が単元後, 有意に向上した。 したがっ




さらに, 「重量弁別能力調査」 で, 「組ずもう群」 「棒
ずもう 群」 「ヵ バデイ群」 の判別可能な閾値が単元後, 
向上する傾向がみら れたのも前腕の活発な筋収縮による
圧覚受容器への影響が考えられた。
一方, 「タグカバデイ群」 の 「筋出力の制御力」 「重量
弁別能力」 に向上がみられなかったのは, 「二点識別能
力」 の結果と同様の要因によ ると推察さ れた。 
以上のことから, 「筋出力の制御力」 「重量弁別能力」
「二点識別能力」 の成績が 「組ずもう群」 「棒ずもう群」
「ヵ バデイ群」 において単元後に向上する傾向がみら れ




しかしながら, 変化量 (単元前後の平均値の差) は, 
「筋出力の制御力」 では 「ヵバデイ群」 が最も大きかっ
た。 また, 「重量弁別能力」 「二点識別能力」 では 「組ず
もう 群」 が最も大き く, 変化量は身体接触を伴う 運動
「組ずもう群」 「ヵバデイ群」 が身体接触を避けるよう に
企図された運動 「棒ずもう 群」 「 タ グカバデイ群」 以上
にあった (筋出力の制御力 : 組ずもう群, -4.7%, 棒
ずもう群, -3.6%, カバデイ群, -6.5%, タ グカバデイ
群, 十2.9% 重量弁別能力 : 組ずもう群, -21 g , 棒
ずもう群, 10 g , カバデイ群, 19 g , タ グカバデイ
群, 十40 g 二点識別能力 : 組ずもう群, 0.6cm, 棒
ずもう群, 0.4cm, カバデイ群, 0.1cm, タ グカバデイ
群, 0.0cm)。 このことから, 「筋出力の制御力」 「重量弁
別能力」 「二点識別能力」 の向上には, 身体接触による
触覚 ・ 圧覚受容器への刺激のもたらす影響も示唆された。 
(4) 攻寧性調査




も, 単元後, 低値を示した。 中でも 「組ずもう 群」 「ヵ
バデイ群」 は有意なものであり, 攻撃性の低下が認めら
れた。 こ れは, 著者らの3 年生を対象にした先行研究
(2011, 2012) と同様の結果であり, 4 年生においても
身体接触を伴う 運動 「組ずもう」 「ヵ バデイ」 は, 児童
の攻撃性を低下をさせ得ると考えられた (組ずもう群: 
48.2±12.6→45.3±11.7点, t (25) = 2.6188, p< .05, 棒
ずもう群: 44.3±18.5→44.1±18.1点, カバデイ群: 44.5 








一 一 組ずもう群 *-◆一 棒ずもう群ns
- -■一 ー カバデイ群 *-◆' ターグカバディ群ns 
単元前 単元後 * P<・05
図6 . 攻事性の単元前後の変化
図 6 は, 「筋出力の制御力」 「重量弁別能力」 「二点識
別能力」 の単元前後, それぞれの成績をT 得点化し合
計した得点 (T 得点が低いほど, 「筋出力の制御力」 「重
量弁別能力」 「二点識別能力」 でみた体性感覚は高い) 
と 「攻撃性得点」 との相関関係を示している。
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図7 . 「筋出力の制御カ」 「重量井別能力」 「二点期l雌力」
からみた体性感:買と攻事性の相関
斉藤 (2000) は, 「キレる」 の背景には, 主体 (自己) 
と身体の分離した 「からだ」 の様相があると している。 
身体接触を伴う運動 「組ずもう」 「カバデイ」 の教育的効果について
鷲田 (1999) , 佐藤 (1995) も同様の指摘をしている。
また, 文部科学省 (1998) は, 「幼児 ・ 児童生徒を取
り巻く 環境の変化, いじめ問題等の深刻さ, 都市化や少
子化などに伴う 社会体験や自然体験などの減少の状況な
どを考えると き, 自我の形成を図り, 調和のと れた豊か





きない, 自分の身体に対する 「実感の衰退」 と も言える
「からだ」 の状態が, 「ムカつく 身体」 を生み, 「キレる」
を誘因しているのではないか。 そして, この自分の身体
への 「実感の衰退」 は, 自分の存在を実感できない不安
感に結びつき, ますます自己と身体が分離していく状況
を招き, 自己の身体への希薄化が深く 進むのであろう と
考えられる。 この 「からだ」 の状態が 「健全な自我の形
成」 を阻害し, 他者と交われない心と身体を生み出し, 
他者への攻撃という形と なって現れているのではないか
と考えられる。
「触れる」 という皮膚への刺激は, ぼんやり と した自
分の身体に輪郭を与え, 身体像を認識させる。 例えば, 
シャワーを浴びると皮膚が刺激さ れ, 外界と自分との境
界面である皮膚を認識させる。 普段は視覚で捉えるこ と
ができない身体の裏側がく っきり と浮かび上がって く る
感 じをもち, それが身体の全体像の認識につながってい





よって, 体の向き, 姿勢などを認識し, 自分の体が今ど




体像を, 筋や月建からの情報によ る深部感覚によ って, 自
己の身体の状態を認識し, 「自分という存在」 を感じて
いる。 それは外界と他人から区別さ れた自己に対する認
識, つまり, 「自我の形成」 につながると推察さ れる。 
換言すれば, 「自我の形成」 は, 「自己の身体への気づき」
から始まり, 皮膚感覚および深部感覚からなる体性感覚
こそが自己の確かな存在を実感させ得る感覚と言える。
つまり, 著者らは, 体性感覚の高まりは, 子どもに自
己の確かな存在を実感させ, 「健全な自我の形成」 につ




本研究において, 筋の収縮活動およ び身体接触は, 
「筋出力の制御力」 「重量弁別能力」 「二点識別能力」 を
高める効果があるこ とが示唆さ れた。
しかしながら, 「筋出力の制御力」 「重量弁別能力」
「二点識別能力」 でみた体性感覚と 「攻撃性」 との明確
な関連は窺われなかった。
本研究の測定部位より も筋量が大き く, 身体接触面積
が広い部位, 例えば大胸筋などでの測定結果を用いれば





小学校4 年生児童を対象に, 身体接触を伴う運動 「組
ずもう」 「ヵバデイ」 による授業および身体接触を避け
るよう に企図 した 「棒ずもう」 「 タ グカバデイ」 によ る
授業を実施し, その効果を 「筋出力の制御力」 「重量弁
別能力」 「二点識別能力」 の観点から検討した。
その結果, 「筋出力の制御力」 「重量弁別能力」 「二点
識別能力」 のいずれの観点においても 「組ずも う 群」
「棒ずもう群」 「ヵバデイ群」 では向上傾向を示した。 ま
た, 「組ずもう群」 「棒ずもう群」 における 「二点識別能
力」 は有意な向上であった。 しかし, 「 タ グカバデイ群」
では, いずれの観点においても向上はみら れなかった。
以上のこ とから, 「筋出力の制御力」 「重量弁別能力」
「二点識別能力」 の向上には, 筋の収縮による皮膚感覚
受容器, 深部感覚受容器への刺激のもたらす影響が大き
いと考え ら れた。 しかしながら, 身体接触を伴う 運動
「組ずもう群」 「ヵバデイ群」 の単元前後の変化量は, い
ずれの観点においても身体接触を避けるよう に企図 され
た 「棒ずもう 群」 「 タ グカバデイ群」 より も大きかった
ことから, 身体接触による皮膚感覚への刺激も 「筋出力
の制御力」 「重量弁別能力」 「二点識別能力」 を高める要
因と して無視できないと考えられた。






と をいう。 広義には, 視覚, 聴覚, 味覚, 嗅覚と内臓
感覚, 平衡感覚を含むすべてを指すが, やや狭義には, 
視覚, 聴覚, 味覚, 嗅覚を除いたものをいう。 そして, 
最も狭義には, 視覚, 聴覚, 味覚, 嗅覚, 内月蔵感覚, 
そして平衡感覚を除いた感覚を指す (岩村, 2001)。 
2 ) 深部感覚は, 筋や1建, 関節などの運動器官に起こ る
筒 井 茂 喜 角 山 依 絵 中 本 穂乃香 後 藤 幸 弘
感覚である (岩村, 2001)。
3 ) 体性感覚は, 最も狭義の身体感覚に相当し, 「身体
の表層組織 (皮膚や粘膜) や, 深部組織 (筋, 1建, 骨
膜, 関節嚢, 靭帯) にある受容器が刺激されて生じる
感覚である。 これには, 視覚, 聴覚, 味覚, 嗅覚の4 
つの特殊感覚はもとより, 内臓感覚も含まない。 体性
感覚は, 触覚, 温度感覚, 痛覚などの皮膚感覚と筋, 
1建, 関節などに起こ る深部感覚に分けられる (岩村, 
2001)。
4 ) 除いた2 項目は, 「人からばかにさ れたり い じわる
されたこ とがある」(敵意) 及び 「人に乱暴なこ と を
したことがある」(身体的攻撃) である。




場合を言う (鳥井 ・ 山崎, 2002)。 
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